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調査結果の概要 

 

調 査 名 人権に関する町民意識調査 

対 象 平成 26 年 1 月 27 日現在、町内に在住している 20 歳以上の男女 1,000 人

抽 出 方 法 住民基本台帳から無作為抽出 

発送・回収方法 郵送による調査票の発送・回収 

実 施 日 程 平成 26 年（2014 年）2 月 10 日～2 月 28 日 

回 収 数 333 件（回収率 33.3％） 

 
・図表中の項目について、表記を一部省略して表示しているものがあります。また、集計結果は小数点第一位を

四捨五入し、構成比率（％）で表示しているため、構成比の合計が 100％にならない場合があります。 

・図表中の「N」は、各設問の回答者数を示します。 

・図表の見やすさを考慮して、無回答については表示していません。 

 

 

回答者の性別・年代 

 

● 性別は男女同程度、年代は男女とも「60 歳代以上」が 4 割以上 
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人権全般について 

 

問 1 今の大泉町は「人権が尊重される社会」になっていると思いますか（1 つ選択）  

● 「ややそう思う」が 3 割以上で最も高い 

 
 

問 2 人権や差別問題に関心がありますか（1 つ選択）  

● 「少し関心がある」が 5 割以上で特に高い 

 
 

問 3 人権や差別問題について、関心を持つために役立ったと思われるものはどのよう

なことですか（問 2 で「関心がある」と回答した人 3 つまで選択） 

 

● 「学校での人権教育」「広報」「新聞等メディア」の 3 項目が 3 割以上 

 

さらに詳しく見ると 

年代別に見ると、「学校の授業や学級・特別活動での人権教育」で差が大きく、20 歳代（75％）

が特に高くなっています。また、40 歳代以下ではいずれの年代もこの項目が最も高くなっています。

18 33 26 6 2 14 

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

全体（N=333）

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そうは思わない わからない

9 53 30 2 4 

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

全体（N=333）

かなり関心がある 少し関心がある あまり関心がない まったく関心がない わからない
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0% 10% 20% 30% 40% 50%

学校の授業や学級・特別活動での人権教育

広報おおいずみなどの広報紙・パンフレット

新聞記事やテレビ・ラジオ

高齢者、障害のある人、外国人住民などとの交流

役場や学校が開催する講演会や研修会

住民ｸﾞﾙｰﾌﾟ・民間団体等による講演会やｲﾍﾞﾝﾄ

家族や友人との話し合い

本や雑誌、インターネット

ボランティア活動への参加

職場で行われる研修会

その他

特に役立ったものはない
全体（N=208）
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問 4 次の人権課題の中で、関心を持っているものはどれですか 

（問 2 で「関心がある」と回答した人 いくつでも選択） 

 

● 「高齢者」「障害のある人」「子ども」の 3 項目が 4 割以上 

 

 
さらに詳しく見ると 

男女別に見ると、「高齢者」「障害のある人」「子ども」「女性」の 4 項目で差が大きく、いずれ

も女性が高くなっています。また、上記を含むほとんどの項目で女性が男性より高くなっています。 

年代別に見ると、「子ども」「高齢者」「インターネットによる人権侵害」の 3 項目で差が大きく、

年代によって高い項目が異なります。 
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高齢者

障害のある人

子ども

外国人住民

インターネットによる人権侵害

プライバシーの侵害

女性

同和問題

犯罪被害者など

婚外子（非嫡出子）や母子（父子）家庭

刑を終えて出所した人

ホームレス

ＨＩＶ感染者やハンセン病患者など

性同一性障害のある人、同性愛などの性的指向

アイヌの人々

その他

何もない
全体（N=208）
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問 5 人権について理解を深めるために、大泉町として、どのような取組に一層力を入

れる必要があると思いますか（3 つまで選択） 

 

● 「学校や地域における人権教育の充実」が約 7 割で突出 

 

 

 

女性に関する人権について 

 

問 6 女性の人権が尊重されていないと感じるのはどのようなことですか 

（いくつでも選択） 

 

● 「職場における待遇の違い」「家事・育児や介護など」の 2 項目が 4 割以上 

 

 
  

67 

32 

24 

19 

19 

13 

10 

1 

9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校や地域における人権教育の充実

人権啓発の広報紙やパンフレット等の充実

民間団体等が行う啓発活動への支援の充実

ワークショップの充実

講演会や討論会、シンポジウム等の開催

テレビやラジオなどを使った啓発活動

インターネットを活用した啓発活動等の充実

その他

特に必要な取組はない
全体（N=333）

43 

41 

30 

26 

20 

14 

14 

12 

2 

15 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

職場における昇給や昇進などの待遇の違い

家事・育児や介護など

ストーカー（つきまとい）、痴漢行為

職場や学校におけるセクシュアル・ハラスメント

ドメスティック・バイオレンス

買春、援助交際

アダルトビデオ、ポルノ雑誌などの性の商品化

女性のヌードや水着姿を掲載した雑誌や広告

その他

人権が尊重されていないとは感じていない
全体（N=333）
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問 7 「男は仕事、女は家庭」という考え方に同感しますか（1 つ選択）  

● 「同感しない」「どちらともいえない」がそれぞれ 4 割以上 

 

 
さらに詳しく見ると 

男女別に見ると、男性は「同感しない」（45％）、女性は「どちらともいえない」（49％）が最も

高くなっています。また、「同感する」が男性は約 2 割（17％）、女性は約 1 割（9％）となってい

ます。 

 

 

 

問 8 女性の人権が守られるために必要なことはどのようなことだと思いますか 

（3 つまで選択） 

 

● 「結婚、出産、育児、介護にかかわらず、女性が仕事を続けられるような環境づく

り」が 7 割以上で突出 

 

 

さらに詳しく見ると 

男女別に見ると、男女とも「結婚、出産、育児、介護にかかわらず、女性が仕事を続けられるよう

な環境づくり」が 7 割以上（男性 71％、女性 78％）で突出して高くなっています。 

  

13 43 40 3 

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

全体（N=333）

同感する 同感しない どちらともいえない わからない

74 

42 

39 

35 

17 

10 

2 

4 

3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

結婚、出産、育児、介護にかかわらず、

女性が仕事を続けられるような環境づくり

企業が採用や昇進などの際の男女平等

男女平等に基づく教育・啓発活動の推進

性別で役割を分ける慣習やしきたりの見直し

政策・方針決定の場への男女平等参画

女性のための人権相談体制の充実

その他

特に必要なことはない

わからない
全体（N=333）
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子どもに関する人権について 

 

問 9 子どもの人権が尊重されていないと感じるのはどのようなことですか 

（いくつでも選択） 

 

● 「保護者による暴力や児童虐待」が約 7 割 

 

 

 

 

 

問 10 近所の子どもが虐待されていることを知った場合どうしますか（1 つ選択）  

● 「学校、警察や民生・児童委員などに通報する」が 7 割で突出 

 

 
 

  

69 

58 

47 

33 

28 

26 

1 

4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保護者による暴力や育児放棄などの児童虐待

子どもによる暴力や仲間はずれ、無視などのいじめ

大人が子どもの意見を聞かずに自分の意見を強制

教師による言葉の暴力や体罰

児童買春、児童ポルノ

部活動・地域スポーツ活動等での行き過ぎた練習の強要

その他

人権が尊重されていないとは感じていない
全体（N=333）

70 5 22 1 

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

全体（N=333）

学校、警察や民生・児童委員などに通報する

直接、その家族に確かめてみる

何か行動を起こしたいが、どうしたらよいかわからない

自分には関係がないので特に何もしない
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問 11 子どもの人権が守られるために必要なことはどのようなことだと思いますか 

（3 つまで選択） 

 

● 「子どもが孤立しない環境づくり」「社会全体で子どもを育てる」「学校におけるい

じめ防止の取組強化」の 3 項目が約 5 割 

 

 

 

  

54 

49 

48 

32 

23 

17 

15 

10 

1 

0 

2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子どもが周囲から孤立しない環境づくり

家庭・学校・地域の連携を強め、社会全体で子どもを育てる

学校におけるいじめ防止の取組強化

子ども自身が安心して話ができる相談体制の充実

子どもの自主性を尊重し親や学校の考え方を押しつけない

教師に対する研修の充実

子どもの人権を尊重する教育や啓発に力を入れる

部活動等で行き過ぎた練習が行われないようにする

その他

特に必要なことはない

わからない 全体（N=333）
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高齢者に関する人権について 

 

問 12 高齢者の人権が尊重されていないと感じるのはどのようなことですか 

（いくつでも選択） 

 

● 「詐欺などの犯罪が多い」「十分な介護・看護が受けられない」の 2 項目が 4 割以上 

 

 

 

 

問 13 高齢者の人権が守られるために必要なことはどのようなことだと思いますか 

（3 つまで選択） 

 

● 「生涯学習やボランティア活動の機会」が 4 割以上 

 

47 

44 

37 

32 

26 

21 

20 

18 

14 

11 

2 

7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

詐欺などの犯罪が多い

病気等の時に十分な介護・看護が受けられない

経済的事情で自立が困難

階段や段差など外出先で不便が多い

家庭や地域社会から孤立している人がいる

嫌がらせや虐待を受ける

買い物等、まちなかでの暮らしに不便が多い

周囲の人の温かい心が欠けている

アパート等への入居を断られることがある

自分の能力を発揮する機会が少ない

その他

人権が尊重されていないとは感じていない

全体（N=333）

43 

36 

33 

31 

30 

24 

21 

13 

8 

2 

1 

2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生涯学習やボランティア活動の機会の増加

地域で高齢者を支えていく仕組みづくり

高齢者の権利や生活を守る制度の充実

幅広い分野で高齢者と他の世代との交流促進

階段や段差の解消などバリアフリーの推進

高齢者の雇用促進

理解と関心を深める教育・啓発活動の推進

高齢者のための人権相談体制の充実

高齢者への虐待などに対する防止策の徹底

その他

特に必要なことはない

わからない

全体（N=333）
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障害のある人たちに関する人権について 

 

問 14 障害のある人たちの人権が尊重されていないと感じるのはどのようなことです

か（いくつでも選択） 

 

● 「就職・職場で不利な扱いを受ける」が 4 割以上 

 

 
 

問 15 職場で障害のある人とない人が一緒に働く場合どうしますか（1 つ選択）  

● 「一緒に仕事をしてもかまわない」が約 6 割で突出 

 

 
  

44 

36 

34 

31 

22 

18 

15 

12 

2 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

就職・職場で不利な扱いを受ける

階段や段差など外出先で不便が多い

近隣や地域の人と理解を深める機会が少ない

周囲の温かい心が欠けている

スポーツ・文化活動に気軽に参加できない

受けることのできる情報に大きな差がある

アパート等への入居を断られることがある

結婚問題で周囲から反対を受けることがある

その他

人権が尊重されていないとは感じていない
全体（N=333）

25 57 3 2 11 

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

全体（N=333）

よい機会なので、一緒に仕事をしたい

一緒に仕事をしてもかまわない

職場に入るのはかまわないが、同じ仕事をやりたくはない

他の人の負担になるので、できればやめてほしい

わからない
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問 16 障害のある人の人権が守られるために必要なことはどのようなことだと思いま

すか（3 つまで選択） 

 

● 「仕事に就ける機会をつくる」が 5 割以上 

 

 
 

同和問題について 

 

問 17 日本の社会に「同和問題」「部落問題」などと言われる問題があることを知って

いますか（1 つ選択） 

 

● 「知っている」が約 6 割で突出 

 

 

 
 

さらに詳しく見ると 

年代別に見ると、「知っている」は高い年代ほど値が高くなる傾向が見られます。また、「知って

いる」と「聞いたことがある」の合計値「知っている・聞いたことがある」を見ると、20･30 歳代が

7 割未満であるのに対して、40 歳代以上は 8 割以上となっています。  

51 

44 

35 

30 

26 

25 

13 

10 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

仕事に就ける機会をつくる

理解と関心を深める教育・啓発活動の推進

日常生活への支援の充実

障害のある人が参加しやすい行事の工夫と開催

リハビリテーション事業や訓練施設などの充実

階段や段差の解消などバリアフリーの推進

障害のある人のための人権相談体制の充実

障害のある人への虐待などに対する防止策の徹底

その他

特に必要なことはない

わからない
全体（N=333）

59 24 15 

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

全体（N=333）

知っている 聞いたことがある 知らない
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問 18 同和問題について、現在問題となっているのはどのようなことだと思いますか 

（問 17 で「知っている」「聞いたことがある」と回答した人 いくつでも選択）

 

● 「結婚に周囲が反対する」が 5 割 

 

 

 
 

問 19 同和問題についてどう考えますか 

（問 17 で「知っている」「聞いたことがある」と回答した人 1 つ選択） 

 

● 「みんなで考えるべきだ」が約 4 割で特に高い 

 

 

 

  

50 

34 

30 

20 

14 

8 

6 

5 

3 

14 

13 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

結婚に周囲が反対する

差別的な発言

結婚・就職などの際に身元調査が行われる

同和地区住民との交流や交際を避ける

就職・職場で不利な扱いを受ける

インターネット上に差別的な情報が掲載される

えせ同和行為

差別的な落書き

その他

特に問題はない

わからない
全体（N=277）

6 37 11 1 17 6 3 11 

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

全体（N=277）

非常に難しい問題なので、できるだけ避けていきたい

人間の自由や平等などにかかわる問題なので、みんなで考えるべきだ

正しい知識を得るために、同和問題について学びたい

同和地区の人々の問題であるから、自分は関係ない

あまりさわがず、そっとしておくのが良い

特に関心がない

その他

わからない
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問 20 日頃からつきあっている友人や職場の人が同和地区出身の人であるとわかった

ときどうしますか 

（問 17 で「知っている」「聞いたことがある」と回答した人 1 つ選択） 

 

● 「これまでと同じように、親しくつきあっていく」が 7 割で突出 

 

 

 

 

問 21 同和問題を解決するために必要なことはどのようなことだと思いますか 

（問 17 で「知っている」「聞いたことがある」と回答した人 3 つまで選択） 

 

● 「教育・啓発活動の推進」が 5 割以上で特に高い 

 

 

 
  

70 17 1 1 6 5 

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

全体（N=277）

これまでと同じように、親しくつきあっていく

つきあいはかわらないが、いろいろ気をつかってつきあう

表面的にはつきあうが、できるだけつきあいを避けていく

つきあいをやめてしまう

その他

わからない

51 

29 

23 

16 

11 

3 

5 

9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

正しく理解されるように教育・啓発活動の推進

自由な意見交換ができる環境づくり

口に出さないでそっとしておく

同和問題についての人権相談体制の充実

えせ同和行為防止の取組の充実

その他

特に必要なことはない

わからない 全体（N=277）
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外国人住民に関する人権について 

 

問 22 外国人住民の人権が尊重されていないと感じるのはどのようなことですか 

（いくつでも選択） 

 

● 「理解が不足し、地域社会の受入れが不十分」が約 5 割 

 

 

 
 

問 23 外国人住民の人権が守られるために必要なことはどのようなことだと思います

か（3 つまで選択） 

 

● 「文化や生活習慣などへの理解を深める」が約 6 割で特に高い 

 

 

 

46 

28 

15 

13 

11 

6 

3 

29 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

理解が不足し、地域社会の受入れが不十分

就職・仕事内容・待遇等で不利な扱いを受ける

じろじろ見られたり、避けられたりする

アパートなどの住宅への入居が困難

国籍を理由に、結婚に周囲が反対

店や施設の利用、サービスの提供を拒否

その他

人権が尊重されていないとは感じていない
全体（N=333）

59 

39 

36 

23 

13 

8 

2 

5 

8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

文化や生活習慣などへの理解を深める

地域社会の一員であるという理解を広める

日本人との交流機会の増加

外国語の情報提供

外国人住民のための就労の場の確保

外国人住民のための人権相談体制の充実

その他

特に必要なことはない

わからない 全体（N=333）



 

14 

HIV 感染者・ハンセン病患者などに関する人権について 

 

問 24 HIV 感染者やハンセン病患者などの人権が尊重されていないと感じるのはどの

ようなことですか（いくつでも選択） 

 

● 突出した項目は見られない 

 

 

 

問 25 HIV 感染者やハンセン病患者などの人権が守られるために必要なことはどのよ

うなことだと思いますか（3 つまで選択） 

 

● 「正しい知識の普及」が 7 割以上で突出

 

  

34 

31 

23 

22 

21 

14 

5 

21 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

結婚を断られたり、離婚を迫られたりする

職場や学校で不利な扱いを受ける

付き合いを断られたり、避けられたりする

病気の情報など、プライバシーが守られない

病院での治療や入院を拒否される

店や施設の利用、サービス提供を拒否される

その他

人権が尊重されていないとは感じていない 全体（N=333）

73 

41 

32 

24 

18 

0 

2 

9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

疾病や感染予防に関する正しい知識の普及

偏見や差別をなくす教育・啓発活動の推進

患者や感染者などのプライバシーの保護

人権相談、支援体制の充実

安心して就労できる環境づくり

その他

特に必要なことはない

わからない 全体（N=333）



 

15 

犯罪被害者やその家族に関する人権について 

 

問 26 犯罪被害者やその家族の人権が尊重されていないと感じるのはどのようなこと

ですか（いくつでも選択） 

 

● 「過剰な取材などによる私生活の平穏やプライバシーの侵害」が約 8 割で突出 

 

 

 

問 27 犯罪被害者やその家族の人権が守られるために必要なことはどのようなことだ

と思いますか（3 つまで選択） 

 

● 「気持ちやプライバシーに配慮した取材や報道」が 6 割以上で特に高い 

 

 

79 

54 

45 

29 

25 

2 

5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

過剰な取材などによる

私生活の平穏やプライバシーの侵害

事件に関する周囲からのうわさ話

犯罪行為で受ける精神的・経済的負担

捜査・刑事裁判で受ける精神的負担

人権相談の公的相談機関の対応が不十分

その他

人権が尊重されていないとは感じていない 全体（N=333）

65 

44 

32 

29 

23 

17 

17 

0 

0 

5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

気持ちやプライバシーに配慮した取材や報道

犯罪被害者等の安全確保

カウンセリングなどの精神的ケア体制の充実

立場や気持ちの理解のための啓発活動の推進

相談窓口の充実

損害の回復や経済的支援

捜査や裁判において気持ちを配慮

その他

特に必要なことはない

わからない
全体（N=333）



 

16 

インターネットによる人権侵害について 

 

問 28 インターネットによる人権侵害について、現在どのような問題が起きていると思

いますか（いくつでも選択） 

 

● 「人権侵害の情報掲載」が 6 割以上 

 

 

 

 

問 29 インターネットによる人権侵害を解決するために必要なことはどのようなこと

だと思いますか（3 つまで選択） 

 

● 「プロバイダーなどに情報削除を求める」が約 6 割 

 

 

63 

48 

47 

23 

16 

1 

2 

18 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

他人の誹謗中傷や差別を助長する表現等

人権侵害の情報掲載

知らないうちに個人のプライバシーが

侵害されるような画像が存在

出会い系サイトなど犯罪を誘発する場

捜査対象の未成年者の実名や顔写真が掲載

ネットポルノが存在

その他

特にない

わからない 全体（N=333）

57 

49 

36 

3 

2 

19 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

プロバイダーなどに対し人権を侵害する表現や

情報の削除を求める

利用者やプロバイダー等へのプライバシーや

名誉の教育・啓発活動の推進

インターネットにより人権を侵害された人のため

の相談体制の充実

その他

特にない

わからない 全体（N=333）



 

17 

人権侵害と相談・救済について 

 

問 30 今までに自分の人権が侵害されたと思われたことはありますか（1 つ選択）  

● 「ある」が約 2 割、「ない」が約 8 割 

 

 
 

問 31 自分の人権が侵害されたと思われたのは、どのような場面で、どのような内容で

したか（問 30 で「ある」と回答した人 1 つずつ選択） 

 

● 「職場」「学校」「地域社会や公共の場」で多い 

● 「職場」では「うわさ・悪口」「仲間はずれ・いじめ」、 

「学校」では「仲間はずれ・いじめ」、 

「地域社会や公共の場」では「うわさ・悪口」が多い 

 
※単位：人（回答者数が少ないため実数にて表示） 
※斜体数字は回答者延べ人数 

 

 

 

  

18 78 

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

全体（N=333）

ある ない

3 
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6 

11 

2 

3 

1 

4 

1 

3 

2 

2 

2 

3 

2 

6 

4 

1 

1 

2 

5 

19 

10 

2 

3 

1 

4 

2 

1 

1 

2 

1 

6 

1 

1 

1 

13 

24 

36 

40 

6 

1 

4 

4 

0人 10人 20人 30人 40人 50人

家庭で

地域社会や公共の場で

学校で

職場で

行政手続きや行政の対応で

福祉・医療サービスで

インターネット上で

その他
全体（N=61）

うわさ

・悪口

暴力 脅迫・

無理強い

差別待遇 仲間はずれ

・いじめ

プライバシー

の侵害

セクシュアル・

ハラスメント

その他



 

18 

問 32 人権が侵害されたとき、どのように対処されましたか 

（問 30 で「ある」と回答した人 いくつでも選択） 

 

● 「黙って我慢した」が約 5 割で最も高い 

 

さらに詳しく見ると 

男女別に見ると、「友人・知人に相談した」「家族や親戚に相談した」で差が大きく、いずれも女

性が高くなっています。 

 

 

問 33 人権を守るための制度などについて知っているものはどれですか 

（いくつでも選択） 

 

● 「警察による相談」「役場における相談」「弁護士による相談」の 3 項目が 4 割以上 

 

49 

31 

28 

25 

10 

10 

5 

3 

3 

2 

2 

0 

10 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

黙って我慢した

友人・知人に相談した

家族や親戚に相談した

自分で解決した

学校や職場に相談した

警察に相談した

専門機関に相談した

人権擁護委員に相談した

弁護士に相談した

法務局に相談した

役場に相談した

ＮＰＯなど民間団体に相談した

その他
全体（N=61）

45 

44 

41 

34 

29 

17 

14 

0 

14 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

警察による相談

役場における相談

弁護士による相談

専門機関による相談

人権擁護委員による相談

法務局による相談や救済措置

ＮＰＯなど民間団体による相談

その他

知っているものはない 全体（N=333）



 

19 

問 34 人権侵害に対する相談や救済について、必要なことはどのようなことだと思いま

すか（いくつでも選択） 

 

● 「適切な相談機関・窓口を広く周知」が約 7 割で特に高い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

67 

47 

34 

23 

17 

2 

3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人権が侵害された際の

適切な相談機関・窓口を広く周知

相談員の資質向上や相談時間の拡大など

現在ある制度・サービスの充実

人権啓発活動の中で、人権が侵害された時の

対処の仕方を学ぶ機会の増加

人権を侵害した者に対する啓発活動の充実

新たな相談・救済体制の整備

その他

特に必要なことはない 全体（N=333）
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